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LPLA075CM～LPLA120CM型LMLA075G3SL～LMLA120G3SL型LMLA075G3GL～LMLA120G3GL型 バックパネル

化粧鏡（樹脂製）

バックパネル
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化粧鏡

電源コード
長さ2.5m
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パネル
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（建築工事）

固定用木さん
（幅90×厚み30）

商品裏面から
木さんまでは
13mm以下
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バックパネル 1枚

上フレーム 1本

サイドクッション 2本

下フレーム
（クッション付き） 1本

壁固定用ねじ
（φ4.5×50）

750:4本
900:6本

1000：8本
1200：8本

直結配線の
場合の
ケーブル
取り出し位置

   取り付け前に、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ、正しく取り付けてください。 

木さん

13mm以下

ご注意

浴室など湿気の多い場所へ
設置しない
漏電により感電するおそれがあります。

水道・電気工事は、関連する法令・規定に
従って、必ず「有資格者・指定業者」が行う
火災や感電および水漏れの原因になります。

取り付け後、全てのねじが確実に固定されていることを確認する
商品が落下しけがをするおそれがあります。

電源コードを傷つけないように
コード取出用切欠部より取り出す
電源コードを傷つけたり、壁との間に挟み込む
と発熱や発火の原因になります。
電源コードを壁との間に挟み込むと商品に
ゆがみが発生し、扉のゆがみなど、商品に
悪影響を及ぼす原因になります。

電源はAC100Vを使用する
AC100V以外を使用すると過電
流による火災の原因になります。

鏡固定用ねじ取り付け位置に
木さんを入れて補強する
化粧鏡が落下し、
けがをするおそれが
あります。

取り付け完了後、化粧鏡の固定・鏡
扉の傾き・がたつき・丁番のゆるみが
ないかを必ず確認する
使用中に化粧鏡・鏡扉が落下してけがをする
おそれがあります。

照明カバーは確実に取り付ける
落下してけがをするおそれがあります。

現場でパネルを加工
しない
パネルをカウンターや
壁などにぶつけない
パネルが破損し、けがをする
おそれがあります。

コンセントは化粧鏡の裏面には
設置しない
化粧鏡が落下する原因になります。
また、トラッキングによる火災の原因
になります。

電源コードを傷つけない
漏電および火災の原因になります。

LMLA090G3SL型
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電源コードは、上部からの取り出しもできます。
〈　〉寸法は高さ１800mmの場合です。
高さ1800mmの場合、バックパネルは設置できません。

付属部品明細

鏡固定用ねじ

テープ

敷板（ダンボール）

本体

（LMLA＊＊＊＊＊＊＊C型）

本体裏面に敷板（ダンボール）がある場合、必ず敷板（ダンボール）を取り外してください。

鏡、バックパネルを置く場合は、床に必ず緩衝材（ダンボール等）を敷いてください。

バックパネルの持ち運びの際は十分ご注意ください。
現場でバックパネルの加工をしないでください。バックパネルが破損したり腐食の原因に
なります。

【化粧鏡を直結配線にする場合】

警告

配線する工事は、関連する法令・規定に従って、必ず電気工事士の「有資格者」が行う

電源コードを切断して、電源ケーブル（VVF）と直接つながない
発火・火災の原因になります。

正しい作業を行わないと、ショート・感電・火災の原因になります。

警告
化粧鏡は必ず壁に設する（窓の前などに設置できません。）
化粧鏡の壁固定部分には、壁面に固定用木さんを入れる

三方壁に設置する場合は、商品間口に対して5mm以上のクリアランスを確保してください。
更に、ドア枠、額縁、幅木のチリを考慮してから壁仕上げ寸法を決めてください。

商品が落下し、けがをするおそれがあります。

化粧鏡を取り付ける設置壁面はクロス貼りなどの仕上げを施してください。

コンクリート壁の場合、現物に合わせて壁固定用ねじ位置に下穴をあけ、
壁固定用ねじにあったプラグ（引抜き強度：1,000Ｎ以上／本）を打ち込む
プラグは壁固定用ねじに合わせて現場にて準備する
※プラグ用の下穴は必ずご使用プラグ指定のドリル径であけてください。

木さんを使用せず、下地材を合板とする場合は、設置壁の全面に厚み
12mm以上のJAS規格品の合板を強固に取り付ける（建築工事）

電源コード

コード取出用切欠部テープ

テープ

コード取出用切欠部

電源コードを上側
又は左側から取り
出す場合は電源
コードの挟み込み
が無いように、
テープで固定して
ください。

ライナー（現場調達）を入れて
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鏡扉の開閉を繰返しながら、
キャッチの高さを調整する

マグネット
キャッチ

左

前へ出る

後ろへ引っ込む後ろへ引っ込む後ろへ引っ込む

右右右

直結配線の場合（化粧鏡取り付け前）
取り付け手順（番号順に取り付けてください。）

他の電線を引っ張らないよう注意してください。

電源コード（白）

バックパネル

けがいた取り付け位置に
下穴（φ3）をあける

上フレームを配置して位置をけがく
取り付け位置をけがく

間口により寸法が異なります。
90

198

【下フレーム】【上フレーム】

丸穴 長穴

2

下フレームをカウンターの立ち上がりに合わせて、片側の端から順番に
壁固定用ねじで固定する
※間口により本数が異なります。

下フレーム固定

フレームを下に押し付けながら固定する

壁固定用ねじ 下フレーム

上フレームをけがきに合わせて、外側から壁固定用ねじで固定する
※間口により本数が異なります。

上フレーム固定

上フレーム

壁固定用ねじ

上フレームが上下に
動く程度に固定する

鏡裏面にサイドクッションを貼り付ける

①
②
③

①

② ③パネルを下フレームに差し込む
パネルを壁側に起こす
上フレームを下に下げてパネルに差し込む

サイドクッション

上フレーム

下フレーム

パネル

バックパネルの取り付け

サイドクッション貼り付け

取り付け後の確認
鏡とフレーム手前のすき間が大きい場合は、
壁とフレームの間にライナー（現場調達）を入れて調整する 警告

電源コードは必ず切り欠き部から出す電源コードを束ねた
ままにしない
電源コードが発熱して火
災の原因になります。

電源コードを本体と壁の間に挟み込むと発熱・火災
の原因になります。

取り付け後、全てのねじが確実に固定されて
いることを確認する
商品が落下してけがをするおそれがあります。

下部をバックパネルの上
にのせて化粧台との左
右のチリを合わせる

バックパネル

1

鏡固定用ねじ

3

2

警告
配線する工事は、関連する法令・規定に従って、必ず電気工事士の「有資
格者」が行う
正しい作業を行わないと、ショート・感電・火災の原因になります。

直結配線の場合（化粧鏡取り付け後）

コンセントプレート

10～12mm

電源ケーブル（ＶＶＦ）

上側を回転させながら
パチッ！と音がするまで
はめ込む

矢印の方向に寄せて
取り付ける

パチッ！ パチッ！

パチッ！

コンセントプレートの

【断面図】

下側を先に挿入する

取付枠

トレイが確実にセットされていることを確認してください
トレイが確実に装着されていない場合、鏡扉が閉じません。

「カチッ」と音がするまで押す

確認5

鏡扉
下図の

有機溶剤（シンナー・アセトンなど）の使用は表面の変色・変質の
原因になりますので、絶対に使用しないでください。

直射日光にさらされていませんか？
直射日光にさらされる場合…必ずカーテンなどで遮ってください。

その他
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